
情報科学 情報科学

[講義]　第１学年　後期　選択　2単位

《履修上の留意事項》【面接授業のみ実施】

《担当者名》○二瓶　裕之（薬）　　西牧　可織（心）

【概　要】

　本科目では看護・福祉専門職に必要となるコンピュータに関するソフトウェア、クラウドアプリケーション、数理・データサ

イエンス・ＡＩ、インターネットセキュリティ・モラルについて学ぶ。また、インターネットを活用した情報検索の方法も学び、

検索サイトやポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集できるようにする。さらに、本科目では、医療人として必須と

なるコミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の向上も目的として、クラウド技術やデータサイエンスの知識も活用し

て協働で課題を解決することを体験しながら、自らの専門領域を発展させる能力を身に着けられるようにする。

【学習目標】

・看護・福祉専門職分野へのコンピュータ導入が進む中、コンピュータの特性や仕組み、そして、インターネットに関する一連

の情報科学について学び、これからの研究や社会活動で数理・データサイエンス・ＡＩの知識を駆使できる。

・クラウドアプリケーションを利用してレポートを作成したり、プレゼンテーションができる。

・数理・データサイエンス・ＡＩの活用方法を具体的に説明できる。

・インターネットセキュリティ・モラルについて概説できる。

・個人情報の取り扱いについて概説できる。

・検索サイトやポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集できる。

・インターネットから得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 クラウド、数理・データサイエン

ス・ＡＩ

・クラウドアプリケーションを利用してグループワー

クができる。

・クラウドアプリケーションを利用してプレゼンテー

ションファイルを作成できる。

・クラウドアプリケーションを利用してレポートを作

成して提出できる。

【基本演習（1～3回）】（１回目）

クラウドアプリケーション（ホワイトボード、スライ

ド、フォーム）を利用して、数理・データサイエン

ス・ＡＩに関する演習課題に対してグループでディス

カッションして、その結果をまとめる。

二瓶、西牧

2 クラウド、数理・データサイエン

ス・ＡＩ

・Pythonによるプログラミングの方法を説明できる

・Pythonによる線形回帰ができる

・教師データにおける特徴量と目的変数について説明

できる

・重回帰による予測ができる

【基本演習（1～3回）】（２回目）

二瓶、西牧

3 クラウド、数理・データサイエン

ス・ＡＩ

・ランダムフォレストによる予測ができる

・ニューラルネットワークによる予測ができる

【基本演習（1～3回）】（３回目）

二瓶、西牧

4 データ処理、データ分析、情報セキ

ュリティ

・ネットワークセキュリティについて概説できる。

・ソーシャルネットワークサービス（SNS）の種類と

特徴、留意すべき点について説明できる。

・情報倫理、セキュリティに関する情報を収集するこ

とができる。

・コンピューターウイルスの侵入経路に応じて、適切

な予防策を講じることができる。

・クラウド型のフォームを使ったアンケート調査がで

きる。

二瓶、西牧



回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

・アンケート結果を分析しながらグループで討議がで

きる。

・討議の結果をグループでまとめることができる。

【SGDⅠ（2～4回）】（１回目）

10名程度のグループで、「総務省の情報セキュリティ

サイトにある事故や被害の事例」に関わるアンケート

調査を行い、その結果を踏まえて「インターネットを

安全に使うためにはどうしたらよいのか？」という問

いに対して多面的な視点をもって討議をして、最適な

対応策を見つけ出す

5 データ処理、データ分析、情報セキ

ュリティ

・クラウド型のフォームを使ったアンケート調査がで

きる。

・アンケート結果を分析しながらグループで討議がで

きる。

【SGDⅠ（2～4回）】（２回目）

二瓶、西牧

6 データ処理、データ分析、情報セキ

ュリティ

・クラウドやデータサイエンスの知識を活用しなが

ら、討議の結果をグループでまとめることができる。

【SGDⅠ（2～4回）】（３回目）

二瓶、西牧

7 個人情報、匿名化処理、情報セキュ

リティ

・ネットワークにおける個人情報の取り扱いに配慮す

る。

・フィルタリング機能を使ったデータの抽出方法を列

挙できる。

・ピボットテーブル機能を使ったデータの集計方法を

列挙できる。

【SGDⅡ（5～8回）】（１回目）

グループで討議して匿名化処理の対象となるような個

人情報の取得を含むアンケートを作成する。作成した

アンケートをクラス全体に実施し、ひとり一人がアン

ケート結果に対してスプレッドシートを利用して匿名

化処理を行う。

二瓶、西牧

8 個人情報、匿名化処理、情報セキュ

リティ

・匿名化処理について概説できる。

・クラウド型のフォームを使って個人情報の取得を含

むアンケート調査ができる。

【SGDⅡ（5～8回）】（２回目）

二瓶、西牧

9 個人情報、匿名化処理、情報セキュ

リティ

・アンケート結果に対して匿名化処理ができる。

【SGDⅡ（5～8回）】（３回目）

二瓶、西牧

10 個人情報、匿名化処理、情報セキュ

リティ

・クラウドやデータサイエンスの知識を活用しなが

ら、討議の結果をグループでまとめることができる。

【SGDⅡ（5～8回）】（４回目）

二瓶、西牧

11 データ処理、データ分析、情報検索 ・大量のデータに対して、適切な尺度を選び、表やグ

ラフを用いて的確に表すことができる。

・検索サイト、ポータルサイトの特徴に応じて、必要

な情報を収集できる。

・得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考え

とともに分かりやすく表現できる。

・ICTを活用して課題発見・解決型の学修ができる。

二瓶、西牧



回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

【PBL（11～14回）】（１回目）

10名程度のグループで、様々なポータルサイトから検

索したデータを分析することで、日本の地域がもつ特

徴や抱える課題を見つけ出す。さらに、見出した課題

に関わるアンケート調査とインターネット検索を行

い、その結果を踏まえて、地域の特徴や課題に対して

エビデンスに基づいて討議して、医療人としての自ら

の将来像とも関連付けながら討議の結果をまとめる。

12 データ処理、データ分析、情報検索 ・クラウド型のフォームを使ったアンケート調査がで

きる。

・アンケート結果を分析しながらグループで討議がで

きる。

【PBL（11～14回）】（２回目）

二瓶、西牧

13 データ処理、データ分析、情報検索 ・インターネットから得た情報を使ってエビデンスに

基づいた討議ができる。

【PBL（11～14回）】（３回目）

二瓶、西牧

14 データ処理、データ分析、情報検索 ・クラウドやデータサイエンスの知識を活用しなが

ら、討議の結果をグループでまとめることができる。

・討議の結果をグループでまとめて発表ができる。

【PBL（11～14回）】（４回目）

二瓶、西牧

15 まとめ 情報科学のまとめ、 授業アンケート 二瓶、西牧

【評価方法】

　レポート20%と定期試験80%で評価する

【備　考】

　参考書　：授業中に資料を配布する

　その他　：この科目は、教職課程では教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目の「情報機器の操作」に該当する。

【学習の準備】

・授業で紹介した操作を、情報処理室やＣＡＬＬ教室のコンピュータを利用して実行できるように復習すること。

・SGDやPBLでは、事前に具体的な調査資料を配布するので、個々で調べて授業に臨むこと(80分)。授業終了後は、グループ討議

の結果を自分なりに振り返り、授業中に作成したプロダクトを再度作成するなどの事後学修（復習）を行うこと(80分)。

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

ＤＰ２，３


